






字版を紹介する。古活字版とは、特に近世初期に限って行われた、木活字印刷による出版物である。古活字版は、その刊行が短期間に集中している上、一度に印刷される部数が少なく、総じて極めて高い希少価値を持つ。また、中世の博士家や大寺院において学問のために用いられた、由緒あるテキストをもとにしているものが多 。国語学者・言語学者として著名な亀井孝氏は、昭和五十一年（一九七六）に一橋大学を退職した後、七年 わたって成城大学文芸学部で教鞭を った。成城大学図書館には、古活字版を中心と 亀井氏の旧
蔵書が所蔵されている。
今回は『史記抄』を紹介する。 『史記抄』は『史記』の抄






























（第二冊）夏本紀第二・殷本紀第三・周本紀第四（巻二）（第三冊）秦本紀第五（巻三）（第四冊）秦始皇 六 四（第五冊）項羽本紀第七（巻 ）（第六冊）高祖本紀第八（巻六）（第七冊）孝文本紀第十・孝景本紀 十一（巻七）（第八冊）孝武本紀第十二（巻（第九冊）呉太伯世家 一（巻九（第十冊）
 老子伯夷列伝第一・管嬰列伝第二・申韓列伝第三・穣苴列伝第四・孫呉列伝第五・子胥列伝第六・弟 列伝第七・商君列伝第八・蘇秦列伝第九・張儀列伝第十（巻十）
（第十一冊
 ）樗甘列伝第十一・穣侯 十二・白王列伝第十三・孟荀列伝第十四・孟嘗列伝第 五平虞列伝第十六・信陵列伝第十七・春申列伝第十八・范蔡列伝巻十九・楽毅列伝第二 ・廉藺列伝第二十一・田單 二十二・魯鄒列伝第二十三・屈賈列伝第二 四 呂不韋
伝第二十五・刺客列伝第二十六・李斯列伝第二十七・蒙恬列伝第二十八・張陳列伝第二十九・魏彭列伝第三十（巻十一）
（第十二冊
 ）鯨布列伝第三十一・淮隂列伝第三十二・韓盧列伝第三十三・田儋列伝第三十四・樊酈滕灌列伝第三十五・張蒼列伝第三十四・酈陸列伝第三十七・傅靳蒯成 八 劉叔孫伝第三十九・季欒列伝第四 ・袁鼂列伝第四十一・張馮列伝第四十二・石張列伝第四三・田叔列伝第四十 （巻十二）
（第十三冊）扁鵲倉公列伝第四十五（巻十三）（第十四冊










書が本文とともに印字されており（京大清家文庫本にあるもの） 、それによれば、全体は、牧中の講義の聞書の部分と、桃源自身が抄した部分との二つにおおよそ分かれるも と考えられ、さらに文明八年（一四七六）から同十一年にかけて、呉太伯世家 列伝 本紀、史記源流の順 作 れたことが推される。
日本において、 『史記』と『漢書』は、中国の正史のうち
で特によく学ばれたものと考えられ、しか 両者は互いに重なる記述を持っていることから、それぞれの書物 学習成果が相互に利用されたものと考えられる。この桃源の注釈も、京都大学図書館所蔵の清原宣賢および業賢等筆『漢書抄』と









ほど時を隔てずに）書入れられたと推定される書入れがある。朱筆と墨筆とがあり、それぞ 一筆であるが、全冊すべてに入っているわけではなく さらに、朱 の 箇所と墨筆のある箇所はしばしば一致しない。朱筆と墨 が同筆かどうか定かではないけれども、欄上や欄外、行間などに入れられた墨筆の補注にも朱筆が入っているので、墨筆の訓点が朱筆より先に書入れられたこと わかる。
また、巻十六（第十六冊）には六枚のメモが挟み込まれて






た。亀井氏と佐竹氏との出会いは昭和二十四年（一九四九）のこと、 は三十六歳で一橋大学助教授、佐竹氏は二十歳、京都大学に進学する前年、まだ旧制中学（東京高等学校）の学生であったという。以来、佐竹氏は亀井氏の学問に大きな影響を受け、亀井氏を「恩師」 言った。 『佐竹昭広集』 （岩波書店）の解説（上野英二氏執筆）を引用したい。
































イマ十年サキハイカホド弁当ナラウゾ。今日ハ明日 古ナレバゾ。禅ノ抄 ドレモミナコケカラビテ愉快ナ四書ノ抄、詩聯句 、兵法ノ 、易ノ抄、医学ノ抄、神道ノ抄 ド オモシロイ抄ハキリ方量モナイ。　
抄物ハ室町コトバノ宝庫ダ。マタ室町ゴコロヲ伝ヘテ
余ストコロナイゾ。
　
シヅノメガマハリノカキヲトリタキテ
　
アマリサムサニカゼヲイレケリ

（ 『絶句賢愚抄』 ）

　
コノ歌ハ当時ノ口ズサミデコソアツツラウ、 『犬筑波
集』ニモ『福富長者物語』ニモ見ユルトコロヂヤ。イザウレ抄物ヲ読マウゾ。
最後に、もうひとつだけ。大学院生が見つけたもの。 〔図
版
10〕には、 「臨」の字がさかさまに印字されている。活字
印刷ならでは。
（やまだ・なおこ
　
成城大学准教授）
〔図版10〕巻2・26丁表にさかさまの「臨」字あり。
